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3只今より、2002年度長岡大学地域研究センターシン
ポジュウム『知識経済と企業・人材育成』をはじめさ
せていただきます。はじめに、長岡大学地域研究セン
ターの所長の中西貞夫の方からひとことご挨拶いたし
ます。よろしくお願いいたします。
本日は、お忙しい中をご来場いただきまして、誠に
ありがとうございます。長岡大学が発足して第二回目
のシンポジウムになります。
長岡大学は産業経営学部として、企業や地域の産業
経営活動の実際面で活躍できる人材を育てるために、
専門知識の基礎・基本と幅広い教養、創造力や実行力、
豊かな人間性を持つ人の育成に努めております。学生
教育と同時に、地域に根ざす大学として、地域貢献、
地域社会に少しでもお役に立つことを目指しておりま
す。こうした考えの下に、地域研究センターのシンポ
ジウムでは、地域独自の経済・経営問題、地域企業、
地域産業と世界との関連などについて、その時々の情
勢にふさわしいと思われるテーマを取りあげてまいり
ました。
今回は、「知識経済と企業・人材育成」というテー
マを掲げさせております。21世紀を迎え、科学技術の
急速な進展に伴い、世界的規模の競争が激化し、いわ
ゆる知識社会が到来しています。経済についても最近
になって、知識経済とか知識経営などという言葉が使
われるようになってきております。まだ定着したもの
でないように思いますが、これは主に最近の情報通信
による産業や社会構造の変革が進む中で、また、グロ
ーバルな戦略として、研究開発・技術開発の重要性が
増し、経済・産業・企業の中で、これからの重要な方
向あるいは課題として出てきたものと考えます。「知
識経済」とは、新しい知識を生み出す、持っている知
識を再構成し発展させて新しい知識をつくっていくこ
とを重要視する経済と言っていいのでしょうか？とも
あれ、講師の方々のお話やディスカッションをお聞き
頂きたいと存じます。このシンポジウムが少しでも皆
様のお役に立つことができれば幸せに存じます。
終りになりましたが、お忙しい中、講師をお引き受
け下さった皆様と、いつも変わらぬご支援を頂いてい
る、新潟県、長岡市、長岡商工会議所、（財）信濃川
テクノポリス開発機構をはじめ地域社会の皆様に対
し、心からのお礼を申し上げ、ご挨拶とさせていただ
きます。
司会：どうもありがとうございます。それでは早速、
基調講演に入っていきたいと存じます。その前に、先
ほど入り口でお配りをいたしました資料の確認をいた
したいと思いますが、まず、知識経済と企業・人材育成
と書いてあります基調講演とシンポジウムのレジュメ
でございます。あと地域研究の今年度の最新号が出来
上がりました。あと地域研究センターのパンフレット
がございます。その中に先ほど中西の話にもございま
したように、地域連携プログラム等のご案内も入って
おりますので、ご参考にしていただきたいと思います。
それでは基調講演に入っていきたいと存じます。ま
ず、新潟県長岡地域振興事務所長でいらっしゃいます、
大掛幸夫様より長岡圏域の進行方向と戦略というタイ
トルでご講演をいただきます。
大掛所長さんは、新潟県庁に入庁されまして、総務
部広報広聴課長、農地部次長等歴任され、現在、長岡
地域振興事務所長として長岡圏域の地域振興計画の策
定に日々あたられておられます。それでは大掛様、よ
ろしくお願いいたします。
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